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カウナスが歴史上初めて言及されたのは1361年、その後すぐにマクデブル
ク法により自治権が認められました。1441年に交易・防衛の同盟であるハ
ンザ同盟に加入しました。その後、リトアニア大公国はポーランドと共に
一つの共和国に、そして18世紀後半にはロシア帝国の一部となりました。
（ちなみにリトアニア語はロシア語のようなスラブ語派とは全く違うバル
ト語派というグループに属しており、リトアニア語がイタリア語と全く似
ていないように、ロシア語とも非常に遠い関係にあります。）リトアニア
の独立宣言は1918年に調印され、その2年後、ポーランドに占領された首都
ヴィリニュスに代わってカウナスが首都となりました。第二次世界大戦の
混乱の中、杉原千畝がカウナスで数千人の命を救うためにビザを書いてい
た頃、リトアニアはソ連に、ナチスに、再びソ連にかわるがわる占領され
続け、1990年にようやく独立を回復しました。この独立が、ソビエト連邦
の脆弱な構造に最初の亀裂を入れたのでした。

工学技士のステポナス・カイリースは 1918年のリトアニア独立運動に署名
した活動家の一人でした。彼は日本へ旅をしたことはありませんでしたが
、1906年の時点で、日本について初めてリトアニア語で書かれた本『日本
の憲法』『日本の今と昔』などを出版しました。カイリースは1940年にリ
トアニア解放最高委員会の委員長となりますが、すぐに亡命を余儀なくさ
れました。委員会本体もドイツ、そしてアメリカへと拠点を移し、亡命先
でカイリースは偽名を使って暮らしました。死後、彼の遺体はカウナスに
埋葬されました。スタシース・ジルグリスが設計したカイリース像は、カ
ウナス水道局（オウクシュタイティア通り43番地- Aukštaičių g. 43）の入り
口で見ることができます。また、ドネライティス通り77番地（K. Done-
laičio g. 77）にあるカイリースの邸宅とフレダにある彼のサマーハウスの正
面部分には、記念プレートが設置されています。2011年に日本で出版され
た『坂の上のヤポーニア』（平野久美子著）はカイリースの日本に対する
強い思いについて書かれた一冊です。

第二次世界大戦開戦当時、日本総領事だった杉原千畝は大勢
のユダヤ人の命を救うために何千枚ものビザを書きました。
彼が過ごした領事館の建物（杉原ハウス）は2000年から小さ
な博物館として開かれ、日本人観光客だけでなく、多くの人
が訪れる場所となっています。2008年には日本政府の援助を
受け改築されました。また、ここは“命の外交官”杉原千畝基
金の拠点でもあります。同じくユダヤ人たちのためにビザを
書いたオランダ領事ヤン・ツヴァルテンディクの功績を紹介
する特別展示もあります。

第二次大戦が始まってからしばらくすると、日本領事館が
閉鎖され、杉原千畝は当時、非常に人気があったこのホテ
ルで暮らし始めます。ここに滞在している間もホロコース
トから逃れようとする人々のために、杉原はビザを書き続
けました。2015年にはホテルの正面に杉原の記念プレート
が設置されました。ホテルのそばにはマルティーナス・ガ
ウバスが制作した「杉原千畝の思い出に」という名の３メ
ートルの像があり、2020年にお披露目されました。この像
は折り鶴が空に向かって旋回していく様子を表現していま
す。

杉原千畝の記念プレートが飾られている現在の駅舎は第二
次世界大戦の後に建てられたもので、以前の駅舎は戦時中
に取り壊されてしまいました。それでも、日本政府からの
命を受けて杉原がリトアニアを去ったのは、確かにこの場
所からでした。彼は列車が駅を離れてゆくまさにその最後
の瞬間まで、迫害から逃れようとする人々のためにビザを
書き続けました。
 

前衛芸術のFLUXUS（フルクサス）運動の創始者であるユ
ルギス（ジョージ）・マチュナスはカウナスで生まれまし
た。マチュナスが幼少期に暮らした家の近くにあるこのギ
ャラリーでは、日本人アーティストの靉嘔（あいおう）の
作品「ブラックホール」を見ることができます。また、こ
こはTakao Satoの「マノ・マノ・シアター」のホームでも
あり、ここに来れば多くのリトアニアとアジアの隠れた芸
術作品と出会えることでしょう。FLUXUS展示室を観るだ
けでも訪れる価値は十分にあります。

ソ連による占領の直後に建てられたリトアニアに現存する
一番古い映画館のひとつで、アートシアター系や古典作品
を中心に上映しています。約500席を有するこの大きな劇
場は、時にはコンサートやコスプレショーの会場としても
使われています。2015年１０月にはチェリン・グラック監
督の映画『杉原千畝」』のワールドプレミアがこのロムヴ
ァ映画館で行われました。

ジョギングや犬の散歩の定番スポットであるこの中州はか
つてカルメリーテス島と呼ばれ、1970年以前は不凍港とし
て利用されていました。また、日本とリトアニアの友好の
象徴として2003年に植えられた桜が、ひっそりと美しく咲
いています。2018年にはカウナスで開催された催し「杉原
ウィーク」の下で半ダースの桜の木が植えられ、カウナス
日本友好公園と名付けられました。
 

面白半分で集め始めた個人のコレクションが、今では世界
で唯一の悪魔博物館になりました。3000点以上の膨大な展
示物の多くは、博物館の創立者であるアンタナス・ジミュ
ジナビチュスの死後、コレクションに加えられました。悪
魔の数々は、この博物館に感銘を受けた世界中の人々から
送られたもので、キューバ、韓国、ウクライナなど世界の
悪魔たちと共に日本の悪魔（鬼）も展示されています。

この美術館は、10年にもわたる大がかりな改装工事を経て
2016年末に完全に再開されました。広大なホールには20世
紀初頭の世界的なリトアニア人画家及び作曲家、ミカロユ
ス・コンスタンティナス・チュルリョーニスの作品が数多
く展示されています。70年代に日本で人気となったヨナス
・メカスのFLUXUS（フルクサス）映画のサウンドトラッ
クで彼の名前や音楽に聞き覚えのある人もいるでしょう。
館内の特別ホールではチュルリョーニスの音楽を聞くこと
もできます。運が良ければコンサートが開催されているか
もしれません。

19世紀の中頃、最初の邸宅として建設されました。ヴィリニ
ュスがポーランドに占領され、カウナスが一時的に首都にな
った際、この家は初代大統領の住居兼事務所となりました。
ソビエトによる占領が迫った1940年6月14日の夜から15日か
けて、ここでリトアニア政府最後の会議開かれました。現在
はリトアニア独立の歴史を紹介するための博物館として利用
されており、当時の政治的状況や人々の暮らしまで、簡潔か
つ詳しく独立について知ることができます。

アウラダンスシアターは25年以上もの間、地域におけるコン
テンポラリー・ダンスの中枢を担ってきました。アウラ国際
ダンスフェスティバルは、芸術ファンの間では秋の風物詩と
もなっています。また、アウラのダンサーたちは様々な学際
的プロジェクトに参加することでも知られています。過去に
は杉原ハウスのそばで桜に捧げるダンスを披露したこともあ
ります。
 

2011年に日本が地震と津波の被害に遭った際、アレクソタス
・ユルギス・ドブケビチュス学校の生徒たちは日本の子ども
たちへの贈り物を作ることにしました。支援のシンボルとし
て学校の近くに植えられた松の木は、地域の人々の手によっ
て現在まで大切に育てられています。松の木のすぐそばには
、アレクソタスからのパノラマが広がり、近くにはレトロで
おしゃれなケーブルカーもあります。撮り逃さないように、
カメラの充電をお忘れなく。
 

シレイニエイ地区の北部の薄暗い場所は、ロシア帝国が都市
を囲むように作らせた要塞の一部です。要塞は完全な状態で
はありませんでしたが、様々な目的で使用されてきました。
最初のソビエト占領下では刑務所や中継地がここに建設され
ました。ナチスが占領していた時代はユダヤ人や他の囚人が
ここで処刑されました。そのため、現在はホロコースト記念
碑と博物館になっています。その中には杉原千畝に関する展
示室もあります。 

リトアニアで最も古いアジア研究センター（asc.vdu.lt）の歴
史は、1993年、ヴィータウタス・マグヌス大学で日本人初
、そしてアジア人初の講師として教鞭をとった小島亮博士の
時代にさかのぼります。センター自体は2000年に設立され、
学術研究プロジェクトを含む日本関連のイベントをカウナス
で行う際の最も重要な拠点となっています。. 

シャンチャイ地区のタンク工場跡地にあるこの店には、高品
質なオリジナルデザインのリネン製品がそろっています。製
品の多くは日本人に向けて作られています。杉原千畝のスタ
ンプ入りのリネン製品を買うこともできます！ 

リトアニアで初めて日本に関する本を出版した技師のステポ
ナス・カイリース（詳しくは「沿革」参照）の記念碑は、市
営水道局カウノ・ヴァンデニースの前に建てられています。
カイリースが1920年代に市の水道システムを構築した責任者
でもあったためです。

アメリカで最初に作られたものを参考にして、ヨーロッパで
も数少ない大統領図書館が作られました。リトアニアで最も
愛されたヴァルダス・アダムクス大統領の功績の数々（2007
年に当時の天皇（現上皇）リトアニア訪問の際に授与された
勲章も含む）、写真、書籍などが保管されており、研究者の
みならず、学生や市民にも開かれています。

フィリップス社のカウナス支局長だったヤン・ツヴァルテン
ディクは、1940年６月１９日、当時すでにナチス・ドイツに
占領されていたオランダの領事に任命されました。それによ
り、外交官事務所をライスヴェス大通り42番地から同じ通り
の29番地にあったフィリップス社のオフィスへと移すことと
なります。その場所で、彼はユダヤ人難民のためにビザの発
給を始めたのでした。オランダの国外領土だったキュラソー
島へ行くには、どうしても経由地が必要となるため、彼は日
本領事代理だった杉原千畝に日本通過ビザの発給を依頼しま
した。ツヴァルテンディクはその後、オランダへと戻りまし
た。その勇敢な行動で数千人の命を救ったことから、死後に
「諸国民の中の正義の人」の称号を授与されました。2018年
６月、かつてツヴァルテンディクの事務所があった建物の前
に、オランダ人アーティストのギニー・ヴォスによる光のイ
ンスタレーションと呼ばれる記念碑が設置されました。

1940年5月28日、午後1時30分、外交官夫人の杉原幸子は、
プラナス・マジーリス医師が経営するカウナスで最も近代的
な私立病院に到着しました。病院に入ってから30分後、彼女
にとって3番目の男の子、晴生が生まれました。家族から「
クリちゃん」と呼ばれた男の子は、残念ながら1947年に亡く
なってしまいます。その数年後、杉原家に4人目の男の子が
生まれましたが、日本領事だった杉原千畝の一家はすでにカ
ウナスを去った後でした。2006年、プラナス・マジーリス教
授は死後、「諸国民の中の正義の人」に選ばれました。彼の
名を冠した産院は今も健在で、何百ものカウナスの赤ちゃん
の誕生を支えています。 

カウナスにはバス、トロリーバス、そしてケーブルカーがあ
ります！

街で噂のミニバス、通称“微生物”は通常のバス料金よりも少し
だけ高め。最近ミニバスの本数は少なくなっていますが、観
光にはバスやトロリーバスだけでも十分でしょう。ちなみに
街のほとんどのメインスポットには歩いて行けます。

この地図に載っているスポットを訪れるなら、ほとんどの場
合自転車が最適です。自転車もスクーターもない？ぜひ「Bolt
」 の ア プ リ を ご 利 用 く だ さ い 。

リトアニアには、他では見られない独自の建築遺産を誇
る二つの街があります。ヴィリニュスにはバロック建築
が、そしてカウナスには1919年から1940年に盛んだっ
たモダニズム建築があります。中でも、最盛期の優れた
建築物は2015年に欧州委員会が選ぶ「欧州遺産レーベ
ル（European Heritage Label）」を受賞し、2016年に
はカウナスがユネスコ・デザイン都市にノミネートされ
、2023年にはカウナス・モダニズムがユネスコ世界遺
産 リ ス ト に 登 録 さ れ ま し た 。
カウナスを探索するなら、歩いて見て回るのがベストな
方法でしょう。そんな時にピッタリの案内役があなたの
スマートフォンの中にいます。アプリ「Kaunas of 
1919-1940」はカウナスにある44のモダニズム建築を紹
介。さらに街の中心部やジャリャカルニス、グリチュピ
ス、アレクソタス、シャンチャイ地区を含む様々なルー
ト を 案 内 し て く れ ま す 。

この地図を見れば、日本の外交官・杉原千畝にゆ
かりの深い場所がたくさん見つかります。カウナ
スの人々は「諸国民の中の正義の人」に選ばれ、
世界的に認められた杉原の善い行いに、今までも
、そしてこれからも感謝し続けることでしょう。
カウナスの杉原ルートをめぐって、リトアニアと
日本の心のつながりを感じていいただけることを
願っています。ここからは、楽しみ方のコツを
紹介します。

杉原ルート

「カウナス・イン（KAUNAS IN）」 
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リ
ト
ア
ニ
ア
で
最
も
古
い
劇
場
の
ひ
と
つ
で
あ
り
な
が
ら
、

最
も
近
代
的
で
保
存
状
態
の
良
い
劇
場
が
こ
こ
で
す
。
初
演

は
ほ
ぼ
前
売
り
で
完
売
必
至
！
近
く
に
あ
る
人
形
劇
場
や
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
場
の
イ
ベ
ン
ト
と
外
観
も
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
演
劇
を
見
る
な
ら
、
カ
ウ
ナ
ス
小
劇
場

も
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
建
物
は
も
と
も
と
19
20
年
代
か
ら
30
年
代
に
か
け
て
最

も
多
忙
な
建
築
家
の
ひ
と
り
で
あ
り
、
法
務
大
臣
だ
っ
た
エ

ド
ム
ン
ダ
ス
・
フ
リ
ー
カ
ス
が
法
務
省
の
建
物
と
し
て
設
計

し
た
も
の
で
、
リ
ト
ア
ニ
ア
が
独
立
を
失
っ
た
後
に
、
音
楽

ホ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。
カ
ウ
ナ
ス
市
交
響
楽
団
と
カ
ウ
ナ

ス
市
合
唱
団
の
本
拠
地
で
、
毎
週
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト

は
当
日
券
の
購
入
も
可
能
で
す
。

 20
00
年
に
カ
ウ
ナ
ス
に
設
立
さ
れ
た
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
ギ
ル

ド
は
、
芸
術
的
な
テ
キ
ス
タ
イ
ル
の
専
門
家
や
他
分
野
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
を
束
ね
る
存
在
で
す
。
バ
ル
タ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
活
動
は
教
育
と
訓
練
を
主
眼
に
置
き
、
ギ
ル
ド
の
創
設
者

で
カ
ウ
ナ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
・
ツ
リ
ー
の
独
創
的
な
ア
イ
デ

ア
で
も
知
ら
れ
る
ヨ
ラ
ン
タ
・
シ
ュ
ミ
デ
テ
ィ
エ
ネ
が
育
成

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
、
現
代
ア
ー
ト
の
世
界
地
図
に
カ

ウ
ナ
ス
を
示
す
た
め
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

懐
古
的
ア
ー
ト
か
ら
革
新
的
な
も
の
ま
で
、
頻
繁
に
変
わ
る

テ
ー
マ
を
楽
し
め
ま
す
。

フ
ニ
ク
リ
～
フ
ニ
ク
ラ
～
！
19
30
年
代
、
町
が
急
速
に
発
展

し
始
め
た
頃
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
丘
が
多
い
カ
ウ
ナ
ス
に
お
い

て
非
常
に
便
利
な
乗
り
物
で
し
た
。
二
つ
の
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

、
「
ジ
ャ
リ
ャ
カ
ル
ニ
ス
」
と
「
ア
レ
ク
ソ
タ
ス
」
は
現
在

も
運
行
中
。
少
し
の
チ
ケ
ッ
ト
料
金
で
写
真
の
よ
う
に
美
し

い
景
色
を
一
望
で
き
ま
す
。

ラ
ト
ビ
ア
人
の
カ
ロ
リ
ス
・
レ
イ
ソ
ナ
ス
が
設
計
し
た
バ
ル

ト
地
域
最
大
の
大
聖
堂
に
は
と
て
も
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す

。
人
々
が
資
金
を
募
り
19
30
年
代
に
始
ま
っ
た
建
設
が
よ
う

や
く
終
わ
っ
た
の
は
、
リ
ト
ア
ニ
ア
が
再
び
独
立
を
勝
ち
取

っ
た
後
の
こ
と
。
ソ
連
時
代
に
は
ラ
ジ
オ
の
部
品
工
場
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
の
テ
ラ
ス
は
訪
れ
る
価
値
あ

り
で
す
！

 「
白
鳥
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
後
期
の
バ
ロ
ッ
ク
建
築
。
以

前
は
市
長
の
家
な
ど
様
々
な
用
途
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が

、
現
在
は
カ
ウ
ナ
ス
市
の
博
物
館
と
し
て
、
訪
れ
た
人
に
カ
ウ

ナ
ス
の
す
べ
て
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

た
く
さ
ん
の
カ
ッ
プ
ル
が
こ
こ
で
結
婚
式
を
挙
げ
、
毎
年
、
冬

に
は
特
別
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
が
現
れ
ま
す
。

 

お
よ
そ
10
0年
前
に
ヴ
ィ
ー
タ
ウ
タ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
大
学
に
誕

生
し
た
こ
の
植
物
園
で
は
88
51
種
も
の
植
物
た
ち
と
出
会
え

ま
す
。
絵
画
の
よ
う
に
美
し
い
池
や
建
物
は
、
17
世
紀
に
貴

族
が
所
有
し
て
い
た
も
の
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

カ
ウ
ナ
ス
の
人
々
が
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
色
と
り
ど
り
の

回
転
木
馬
に
揺
ら
れ
て
き
た
こ
の
公
園
は
、
無
邪
気
な
子
ど

も
時
代
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
今
で
は
メ
リ
ー
ゴ

ー
ラ
ン
ド
に
代
わ
っ
て
、
ナ
ラ
の
林
の
空
気
と
、
木
々
の
間

に
隠
れ
た
物
語
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
な
り
ま
し

た
。

上
空
か
ら
し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
立
ち
入
る
こ
と
の

で
き
な
い
こ
の
広
場
も
ま
た
、
カ
ウ
ナ
ス
の
魅
力
の
一
つ
で

す
。
作
者
は
ナ
ギ
リ
ス
・
リ
ー
テ
ィ
ス
・
バ
ル
ト
ゥ
シ
ュ
ニ

カ
ス
。
こ
の
地
で
生
ま
れ
た
FL
UX
US
（
フ
ル
ク
サ
ス
）
の
父

ユ
ル
ギ
ス
（
ジ
ョ
ー
ジ
）
・
マ
チ
ュ
ナ
ス
に
捧
げ
ら
れ
た
作

品
で
す
。

美
術
学
校
と
い
う
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
場
所
に
設
置
さ
れ
た

フ
ク
ロ
ウ
の
彫
像
は
、
著
名
な
リ
ト
ア
ニ
ア
人
彫
刻
家
ヴ
ィ

ン
カ
ス
・
グ
リ
ー
バ
ス
の
作
品
。
人
々
が
丘
の
上
に
魅
力
を

感
じ
る
の
は
、
も
し
か
し
た
ら
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ
の
カ

ウ
ナ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
の
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

レ
ス
ト
ラ
ン
や
バ
ー
は
、
通
り
の
名
前
に
ち
な
ん
で
店
名

を
つ
け
る
の
が
最
近
の
カ
ウ
ナ
ス
の
流
行
り
で
す
。
面
白

そ
う
な
イ
ン
テ
リ
ア
や
ア
ー
ト
が
い
っ
ぱ
い
の
カ
ラ
フ
ル

な
場
所
で
あ
り
な
が
ら
、
伝
統
に
倣
っ
て
い
る
の
が
こ
の

お
店
。
カ
ウ
ナ
ス
人
な
ら
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
て
し
ま

う
建
物
も
魅
力
！

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
北
欧
風
か
、
そ
れ
と
も
驚
く
ほ
ど

に
リ
ト
ア
ニ
ア
風
か
、
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
早
朝
メ
ニ

ュ
ー
や
北
欧
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
地
元
料
理
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
の
種
類
は
決
し
て
多
く
は
な
い
け
れ

ど
、
手
間
ひ
ま
か
け
て
作
っ
て
い
ま
す
。

19
60
年
代
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
ほ
ん
の
少
し
の
改
装

を
経
て
続
い
て
い
る
安
く
て
お
い
し
い
「
こ
れ
ぞ
ド
ー
ナ

ツ
屋
さ
ん
！
」
的
お
店
。
（
ア
メ
リ
カ
的
な
ド
ー
ナ
ツ
と

は
違
い
ま
す
よ
。
）
店
内
は
独
立
前
の
カ
ウ
ナ
ス
の
雰
囲

気
が
垣
間
見
え
ま
す
。

歴
史
的
な
ネ
ム
ナ
ス
通
り
に
あ
る
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、

20
17
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
内
装
、
ム
ー
ド
、
香
り

、
サ
ー
ビ
ス
、
接
客
態
度
、
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
料
理
が

融
合
し
た
こ
の
雰
囲
気
に
惹
か
れ
な
い
人
は
い
な
い
で
し

ょ
う
。

店
の
名
前
は
日
本
語
で
「
キ
ツ
ツ
キ
の
巣
穴
」
。
リ
ト
ア

ニ
ア
料
理
の
在
り
方
を
ユ
ニ
ー
ク
な
視
点
で
模
索
す
る
レ

ス
ト
ラ
ン
で
す
。
現
代
的
で
あ
り
つ
つ
も
「
リ
ト
ア
ニ
ア

料
理
な
ら
こ
の
場
面
で
何
を
提
供
す
べ
き
か
」
と
い
う
視

点
を
常
に
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

店
名
は
「
文
化
」
を
意
味
し
、
店
内
に
は
そ
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
ぴ
っ
た
り
の
バ
ー
が
あ
り
ま
す
。
カ
ウ
ナ
ス
ピ
ク
チ

ャ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
中
に
あ
り
、
ド
ネ
ラ
イ
テ
ィ
ス
通
り

が
見
渡
せ
る
ス
テ
キ
な
テ
ラ
ス
席
も
あ
り
ま
す
。
独
特
な

内
装
は
今
あ
な
た
が
ど
の
時
代
に
生
き
て
い
る
の
か
を
忘

れ
さ
せ
て
し
ま
う
か
も
。

リ
ト
ア
ニ
ア
最
大
の
修
道
院
で
成
熟
し
た
バ
ロ
ッ
ク
建
築

の
一
つ
、
パ
ジ
ャ
イ
ス
リ
ス
。
現
在
は
高
級
ホ
テ
ル
と
レ

ス
ト
ラ
ン
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
事
を
し
な
く

て
も
、
周
辺
や
カ
ウ
ナ
ス
潟
を
散
策
す
る
だ
け
で
十
分
に

楽
し
め
ま
す
。

  評
判
を
聞
か
ず
と
も
「
50
年
以
上
続
く
店
」
と
い
う
だ
け

で
そ
の
味
は
十
分
想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
。
「
狩
人
の
宿

」
と
い
う
名
の
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
も
そ
の
一
つ
。
店
名
通

り
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
が
、
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
の
方
も
安
心
し

て
召
し
上
が
れ
ま
す
。
旧
市
庁
舎
に
面
し
た
店
の
場
所
も

ま
た
、
人
気
の
理
由
で
す
。

   ネ
ム
ナ
ス
川
と
ネ
リ
ス
川
、
二
つ
の
川
の
合
流
地
点
の
す
ぐ

近
く
、
カ
ウ
ナ
ス
の
旧
市
街
に
、
日
本
の
商
船
「
や
か
た
」

が
や
っ
て
来
た
！
こ
の
店
は
カ
ウ
ナ
ス
で
最
初
の
小
さ
な
日

本
料
理
店
。
美
食
家
さ
ん
、
辛
い
物
好
き
さ
ん
、
珍
し
い
物

好
き
さ
ん
に
は
た
ま
ら
な
い
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
。

   

こ
の
書
店
の
見
ど
こ
ろ
は
そ
の
長
い
営
業
の
歴
史
と
ソ
連

時
代
後
期
の
印
象
的
な
内
装
で
す
。
一
見
の
価
値
あ
り
で

す
。
 

カ
ウ
ナ
ス
の
旧
市
街
で
ア
ジ
ア
文
化
を
体
験
で
き
る
店
で
す

。
店
名
の
「
KU
RO
 N
EK
O」
は
も
ち
ろ
ん
日
本
語
の
「
黒

猫
」
が
由
来
で
す
。
こ
ん
な
名
前
の
ホ
ラ
ー
映
画
を
見
た
こ

と
が
あ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
漫
画
、
ゲ
ー
ム

、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
、
辛
い
ラ
ー
メ
ン
に
興
味
が
あ
る
な
ら
、
大

き
め
の
買
い
物
袋
を
持
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 野
菜
、
果
物
、
ベ
リ
ー
類
、
肉
、
パ
ン
な
ど
、
農
家
か
ら

直
送
さ
れ
た
お
い
し
い
も
の
が
並
ぶ
マ
ー
ケ
ッ
ト
。
土
曜

日
午
前
8時
か
ら
午
後
4時
ま
で
、
カ
ウ
ナ
ス
城
の
す
ぐ
そ

ば
で
開
催
。

旧
市
庁
舎
前
広
場
か
ら
カ
ウ
ナ
ス
城
を
結
ぶ
こ
の
通
り
は

、
カ
ウ
ナ
ス
の
「
ブ
テ
ィ
ッ
ク
通
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
ブ
テ
ィ
ッ
ク
や
ア
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
軒
を
連
ね

、
一
日
中
観
光
し
た
後
、
自
分
へ
の
ご
褒
美
に
立
ち
寄
る

の
に
ぴ
っ
た
り
の
場
所
で
す
。
同
じ
通
り
に
は
お
し
ゃ
れ

な
レ
ス
ト
ラ
ン
も
並
ん
で
い
ま
す
。

カ
ウ
ナ
ス
は
、
実
は
近
代
リ
ト
ア
ニ
ア
陶
磁
器
発
祥
の
地
で

す
。
現
在
、
リ
ト
ア
ニ
ア
陶
磁
器
の
博
物
館
に
は
ご
案
内
で

き
ま
せ
ん
が
、
代
わ
り
に
ア
レ
ク
ソ
タ
ス
に
行
け
ば
、
歴
史

あ
る
陶
磁
器
工
場
「
カ
ウ
ノ
・
イ
エ
シ
ア
」
で
本
物
の
カ
ウ

ナ
ス
ら
し
い
お
土
産
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 


